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八重山西表島（祖
そ
納
ない
）方言動詞の活用タイプ
金田　章宏
　西表島方言は琉球諸方言のなかで八重山方言圏に属するが、隣接する石垣方言や黒島
方言などと相当の共通点をもちながらも、かなり相違点もめだつ。
　本稿では西表島西部の祖納地区の方言を対象に、動詞の活用のタイプを記述するが、
結論として、祖納方言の動詞の活用タイプはかなり特異な様相を呈していることがあき
らかになった。今後は形態的に連続する形容詞の活用タイプとともに、八重山方言圏は
もとより琉球諸方言全体をみわたしながら、さらに詳細な活用タイプの分析をおこない、
その位置づけを明確にしていかなければならない。そのためにも八重山方言圏において
は少なくとも島ごとに、動詞や形容詞の体系的な記述がもとめられる。
１．西表島方言動詞の基本的な活用
　以下に、西表島祖納地区の動詞のおもな活用形と派生形式をあげる。この表は暫定的
なものであって、その位置づけは十分なものではない。活用形の意味用法についての詳
細は別稿にゆずる。
　以下、方言の表記で、! はそのあとの母音または子音（r、m、n）の無声化をしめす（カ
ナ表記ではすぐまえのカナの無声化）。また、] と [ はそれぞれ下降と上昇をしめすが、
それがアクセントであるのか、イントネーションによるものなのかは、現段階では判断
できない。
動詞の基本的な活用（Ⅰ型動詞 numuN（飲む）を例に）
終止形・のべたて
非過去 過去
断定 1 numu(N） numada
断定 2 numi su(N） numi s!ita
推量 1 numu hazu numada hazu
推量 2 numi su hazu numi s!ita hazu
推量 3 numi sube: numi s!itabe:
完了 　　－ numjaN
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終止形・はたらきかけ
意志 1 numube:
意志 2 numariru
すすめ numiNni
さそい 1 numa:
さそい 2 numiNda:
命令 1 numi
命令 2 numja
連体形 非過去 過去
連体 1 numu numada
連体 2 numi su numi s!ita
連体 3 numinu 　　－
連用形・副動詞
中止 1 numi　目的(～しに行く)にも使用
中止 2 numiqti
同時 numidoNna(～numido:na）
条件形
順接 numuqkara
numja:
numisja:
numera
numadara
numiki
numjaNsa
逆接 numadaNdiN
numadabaN
接続形1 非過去 過去
中立／前提 numukja: numadakja:
逆接 numusunu numadasunu
1　この方言では順接の接続形は発達していないようで、テンス対立のないnumikiが使用される。また、中立
／前提としたnumukja:、numadakja:は「～したところ」といった、文脈により順接にも逆接にもなりうる
既定条件的な意味に使用される。numukja:は現在につながる過去の意味で、numadakja:は現在から切りは
なされた過去の意味で使用されるようであるが、現段階では便宜上、numukja:を非過去にいれておく。
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動詞の文法的広義派生形式（完成相動詞 numuN（飲む）を例に）
継続 numi bu
結果継続 numiru ／ numiduru2
痕跡 1 numeru ／ numidaru
痕跡 2 numi bureru
可能（能力） numiqsiN ／ numiqsiduru
受身・可能 numariN（可能では条件可能に使用）
使役 1 numasuN（＜してもらう＞にも使用3）
使役 2 numas!imiN（＜してもらう＞にも使用）
してくれる numi hjuN（＜してやる＞にも使用）
してもらう numi murauN
してくる 1 numi kjuN（＜しに来る＞にも使用）
してくる 2 numiqti kjuN（＜してから来る＞の意味）
していく 1 numi NgiN（＜しに行く＞にも使用）
していく 2 numi ihuN（＜しに行く＞にも使用）
していく 3 numiqti NgiN（＜してから行く＞の意味）
していく 4 numiqti ihuN（＜してから行く＞の意味）
してみる numi miruN
してしまう 1 numi s!itiN
してしまう 2 numi c!ikiN
してもいい numi misaN
希望 numiqsai ／ numiqsadaru
様態 numigohai ／ numigohadaru
２．西表島方言動詞の活用のタイプ
　標準語の動詞は否定の非過去の形によって、おおきく強変化動詞（五段活用）と弱変
化動詞（一段活用）とに分類される。すなわち、「飲まない」のように～ a ナイとなるの
が強変化動詞であり、「見ない」のように～ i ナイ、「寝ない」のように～ e ナイとなる
のが弱変化動詞である。肯定の終止非過去形はすべて～ u であるため、このように否定
2　du強調形が融合するばあいのみ両形式をあげる。継続 numi buなどは融合せずに分析形のままnumidu bu
となるので省略する。
3 ｢してもらう」に対応する形 numi murauN（飲んでもらう）は積極的には使用されない。かわりに、依頼
性があればnumasuN（飲ませる）などの使役形式が使用されやすく、依頼性がなければ能動型のnumi hjuN
(飲んでくれる、飲んでやる）が使用されやすい。こうした状況はやりもらいがまだ文法カテゴリー化しき
っていないことをしめすものと考えられる。
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形が動詞をタイプわけする目安となっている。
　西表島祖納方言の動詞の活用も、おおきくふたつのタイプ、強変化タイプ（以下、Ⅰ
型）と弱変化タイプ（以下、Ⅱ型）にわけられるが、その基準は標準語とは異なる。基
本的にⅠ型は連体非過去形（～スル人）が終止非過去形 numuN4（飲む）の N をはずし
た numu となるが、Ⅱ型の連体非過去形は misiN（見せる）の N を ru にかえてつくら
れる。また、Ⅰ型の多くは終止非過去形の肯定と否定が、numuN（飲む。）－ numaN（飲
まない。）のように～ uN －～(w)aN となり、古代語の強変化（四段）動詞が中心であ
る。Ⅱ型はその多くが、misiN（見せる。）－ misuN（見せない。）のように～ iN －～
uN となるタイプで、これらはおもに古代語の弱変化（下二段）動詞である。
　Ⅰ型の基本タイプは肯定－否定が～ uN －～ aN であるが、その変種には、～ uN －
～ waN や～ oN －～ aN などのタイプがある。またⅡ型の基本タイプは～ iN －～ uN
であるが、その変種には、～ eN －～ uN、～ eN －～ oN のタイプがある。
　以上からわかるように、肯定の N をはずした末尾母音には i、e、o、u の４母音があ
らわれ、否定の N をはずした末尾母音には a、o、u があらわれることになる。その結果、
i、e が肯定に特徴的な母音、a が否定に特徴的な母音となる。
　ぎゃくに o、u が肯定にも否定にもあらわれることにより、同一語幹の自動詞と他動詞
で、narabuN（並ぶ）－ narabiN（並べる）のように、自動詞の肯定形と他動詞の否定
形がともに narabuN（並ぶ・並べない）と同音になったり、ぎゃくに同一語幹の他動詞
と自動詞、baruN（割る）－ bariN（割れる）で、他動詞の肯定形と自動詞の否定形が
ともに同音の baruN（割る・割れない）となる例もみられる。あるいは、ある動詞の肯
定形がべつの動詞の否定形と同音（huN（閉める／くれない）、iruN（要る／入
い
れない）、
kuN（借りる・漕ぐ／来ない））になったりするような現象もある。そうした例をいくつ
かあげる。
・u]ra [kw!ana narabuN]na? ウ]ラ [ク!ヮナ　ナラブン]ナ？ あなた、ここに並ぶ？
・u]ra [k!uri narabuN]na? ウ]ラ [ク!リ　ナラブン]ナ？ あなた、これを並べない？
・uraN baruN]na? [baraN]na? ウラン　バルン]ナ？ [バラン]ナ？ あなたも割る？ 割
らない？
4　この方言の叙述終止非過去の代表形をnumuNとしたが、これはかならずしも適切とはいえない。この方言
の動詞の代表形をどれにすべきかはむずかしいところで、石垣方言などでは～N形を代表形として問題はな
いようだが、この方言では、～N形は単独では使用されにくく、基本的に－do:や－jo:などの終助辞をともな
う。また、Nをはずしたnumu形もdu強調の終止形としては使用されるが、それ以外の終止用法はみられな
い。このNは強変化タイプのⅠ型では、それをはずすと連体非過去形になるが、Ⅱ型では中止形になる。そ
れぞれの連体非過去形や中止形を代表形にするというのもありえようが、ここではとりあえず、Y/N疑問の
～スル(カ)？～シナイ(カ)？という問いに使用される語形（numuNna? numaNna?）のうち助辞naをはずし
た肯定形のほうを、便宜上の代表形とした。
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・k!uri bariN]na? [baruN]na? ク!リ バリン]ナ？ [バルン]ナ？ これ、割れる？ 割れな
い？
・ja[du] huNdo[:. ヤ[ドゥ] フンド[ー。戸、閉めるよ。
・unup!ituq[ti] huNdo[:. ウヌピ!トゥッ[ティ] フンド[ー。あの人に（これを）やらな
いよ。
・a[mi mja: huN]do[:. ア[ミ ミャー フン]ド[ー。雨、もう降るよ。(別アクセント）
・iruNdo[:. イルンド[ー。(私、）要る（んだ）よ。
・ba:] iruNdo[:. バー] イルンド[ー。私、(それを中に）いれないよ。
・i[ru]Ndo[:. イ[ル]ンド[ー。(私、）射るよ。(別アクセント）
・kuN]do[:. クン]ド[ー。(これ）借りるよ。
・h!uni kuN]do[:. フ!ネィ クン]ド[ー。舟、漕ぐよ。(niは口蓋化しない）
・unup!itu [kju: kuN]do[:. ウヌピ!トゥ [キュー クン]ド[ー。あの人きょう来ないよ。
　このほかに、Ⅰ型とⅡ型の混合タイプがいくつか存在する。
　以上から、本稿ではこの方言の動詞の活用について、肯定終止非過去形、否定終止非
過去形、肯定連体非過去形の３語形によって、以下のようなタイプ分けをおこなう。
肯定非過去形 否定非過去形 肯定連体非過去形 例／古典語との対応
Ⅰ型 numuN
-uN
numaN
-aN
numu
-u
飲む／おもに四段
Ⅰ型
変種
nuN
-uN
nwaN
-waN
nu:
-u:
縫う／四段
umuN
-uN
umaN
-aN
umu:
-u:
思う／四段
auN
-uN
awaN
-waN
au
-u
会う／四段
koN
-oN
kaN
-aN
ko:
-o:
買う／
おもにハ行四段
Ⅱ型 NgiN
-iN
NguN
-uN
Ngiru
-iru
行く（＜逃げる)／
おもに下二段
Ⅱ型
変種
tabaneN
-eN
tabanuN
-uN
tabaneru
-eru
束ねる／下二段
k!aneN
-eN
k!anoN
-oN
k!aneru
-eru
兼ねる／下二段
混合型
uduriN
-iN
uduraN 
-aN
uduriru
-iru
おどろく／？
Ⅱ・Ⅰ・Ⅱの混合
h!ukuriN
-iN
h!ukuraN
-aN
h!ukuru
-u
ふくれる／下二段
Ⅱ・Ⅰ・Ⅰの混合
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　このほかに、上記のどれにも該当しないものがいくつかある。それらはとりあえず不
規則変化として処理しておく。
　なお、現段階で対象とした動詞は 200 語ほど（聞き取り調査のなかで語形が比較的そ
ろった動詞が中心）だが、このうちⅠ型は変種をいれて５タイプ 130 語あまりで、Ⅱ型
はおなじく３タイプ 50 語ほどであるが、Ⅱ型のうちの２語は規則的につくることのでき
る可能動詞（条件可能）である。混合型は現段階で２タイプ 10 語だが、うち２語は可能
動詞（能力可能）で、これも規則的につくることができる。また、不規則変化が５語ほ
どあるが、整理の仕方によってかわりうる。以下にそのすべての動詞をあげる。
２.１　Ⅰ型（強変化型）
２.１.１　uN－aN－u
　基本は古典語の四段活用である。また、一部の下二段動詞（寝
ぬ
る、切れる）、上一段動
詞（座
ゐ
る、射る、見る、着る）がこれになる。以下、語幹子音ごとに動詞の例をあげる。
▽ b
[tubuN [トゥブン・飛ぶ
nara]buN ナラ]ブン・並ぶ
p!a[ku]buN パ![ク]ブン・運ぶ
[jurabuN [ユラブン・呼ぶ
[kabuN [カブン・嗅ぐ
▽ c
s!i[cuN シ![ツン・立つ
s!i[cuN シ![ツン・釣る
mu[cuN ム[ツン・持つ
k!a[cuN カ![ツン・勝つ
uq[cuN ウッ[ツン・落とす
▽ g
u[guN ウ[グン・動く
po:[guN ポー[グン・掃く
s!ita[guN シ!タ[グン・なぐる
▽ h
[ahuN [アフン・開く
i[huN イ[フン・行く
]dahuN ]ダフン・抱く
]nahuN ]ナフン・なく
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ma[huN マ[フン・撒く
]jahuN ]ヤフン・焼く
jo[huN ヨ[フン・休む
ba(:)[huN バ(ー)[フン・奪う
▽ k
k!a[kuN カ![クン・書く
s!a[kuN サ![クン・咲く
s!i[kuN シ![クン・聞く
h!u[kuN フ![クン・すう（タバコを）
p!a[kuN パ![クン・履く
p!i[kuN ピ![クン・引く
c!i[kuN チ![クン・刺す、突く（銛で魚を）
mutac!i[kuN ムタチ![クン・さばく（魚や豚などを）
▽ m
a[muN5 ア[ムン・編む
u[muN ウ[ムン・熟む
ja[muN ヤ[ムン・病む
ju[muN ユ[ムン・読む
k!a[muN カ![ムン・噛む
nu[muN ヌ[ムン・飲む
]h!umuN ]フ!ムン・履く
[h!umuN [フ!ムン・編む
k!a[tamuN カ![タムン・担ぐ
t!a[tamuN タ![タムン・畳む
]c!ikamuN ]チ!カムン・つかむ、つかまえる
[s!icumuN [シ!ツムン・包む
nus!i[muN ヌシ![ムン・ぬすむ
[huNtamuN [フンタムン・踏みつける
▽ n
s!i[nuN　シ![ヌン・死ぬ
5　古形とみられるものに、mが脱落し融合したamu(N)－a:da（編んだ)、aisu（編む）－aisita（編んだ)、
否定形aN（編まない）－aNda（編まなかった）があるようである。このうち否定のaN（編まない）は存在
動詞aN（ある）と同音になる。
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▽ p
as!i[puN　アシ![プン・遊ぶ
▽ r
[iruN [イルン・要る
[c!i!ruN [チ!ル!ン・照る
karu]N カル]ン・借りる（新形）
[huruN [フルン・縛る、結ぶ
[t!u!ruN [トゥ!ル!ン・取る
na[ruN ナ[ルン・なる
[p!u!ruN [プ!ル!ン・掘る
]nuruN ]ヌルン・乗る
no:[ruN ノー[ルン・なおる
pe(:)[ruN ペ(ー)[ルン・入る
p!a![ruN パ![ル!ン・走る
]sa:ruN ]サールン・さわる
]uwaruN ]ウワルン・おわる、おえる
s!i[paruN シ![パルン・縛る
taba[ruN タバ[ルン・束ねる
]ukuruN ]ウクルン・送る
c!i[kuruN チ![クルン・作る
wa[karuN ワ[カルン・わかる
]buduruN ]ブドゥルン・踊る
ac!ima[ruN アチ!マ[ルン・集まる
buc!ika[ruN ブチ!カ[ルン・ぶつかる
saNga[ruN サンガ[ルン・ぶらさがる
kaNda[ruN カンダ[ルン・噛む
u[ipo:ruN ウ[イポールン・追い払う
i[ruN イ[ルン・射る
mi[ruN ミ[ルン・見る
]biruN ]ビルン・座る
]niruN ]ネィルン・寝る（ni口蓋化せず）
▽ s
u[suN ウ[スン・押す
s!i[suN シ![スン・こする
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]ke(:)suN ]ケ(ー)スン・消す
no:[suN ノー[スン・なおす
]gu(:)suN ]グ(ー)スン・なぐる
]ka:suN ]カースン・売る（＜買わす）
k(w)a:[suN6 クヮー[スン／カー[スン・貸す
[k!a!rasuN [カ!ラ!スン・貸す（新形）
tu:[suN トゥー[スン・通す
]mo:suN ]モースン・燃やす
]baqsuN ]バッスン・煮る、炊く
]muqsuN ]ムッスン・むしる
ida[suN イダ[スン・出す
t!a!mi[suN タ!ミ![スン・試す
p!a!na[suN パ!ナ![スン・話す
uga[suN ウガ[スン・動かす
uk!i[suN ウキ![スン・起こす
nara[suN ナラ[スン・教える
]subosuN ]スボスン・おどす
]udusuN ]ウドゥスン・おどす
]ka:rasuN ]カーラスン・かわかす
]usubasuN ]ウスバスン・伏せる
]paNcasuN ]パンツァスン・ほどく、はずす
udura[suN ウドゥラ[スン・おどろかす
oNta]suN オンタ]スン・泳ぐ（海水浴にいく）
]k!isuN ]キ!スン・着る
k!i[suN7 キ![スン・切る／切れる
▽z
k!a[kazuN　カ![カズン・ひっかく
6　k(w)a:suN（貸す）はwのあるほうが古形で、kwa:suN＞ka:suNの変化とみられる。つぎのkarasuNは
インフォマントのなかではより新しい形として意識されているようだが、kuN（借りる）とkaruN（借り
る（新形)）の関係と同様、融合まえの形に先祖がえりしている可能性がある。なお、karuN（借りる）－
karasuN（貸す）と同様のつくりかた（使役型）は、koN（買う）とka:suN（売る)、na:roN（習う）と
narasuN（教える）にもみられ、受動側の「借りる」｢買う｣「習う」などに対する能動側の「貸す」｢売る」
｢教える」に直接対応する語彙はないようである。
7　自他同形で、否定も自他ともにk!i[saNである。
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２.２　Ⅰ型の変種
　ハ行四段動詞やガ行四段動詞などでは、子音の脱落や母音の融合などによって、基本
的なⅠ型とはことなる形であらわれるものがある。これらをⅠ型の変種としてあつかう。
以下にその例をあげる。
２.２.１　uN－waN－u:
　ウ段とオ段のハ行・ガ行四段動詞が中心である。否定形では waN ～ uwaN であらわ
れる。
　kuN（漕ぐ）の N をはずすと短母音の ku となり、連体形 ku: とはことなってくるが、
ハ行動詞の w、ガ行動詞の ng の脱落と母音融合により短母音化したと解釈できるだろう。
母音融合の結果であれば、これもⅠ型の変種としてあつかうことができる。
　おもに古典語２音節のハ行、ガ行の四段動詞である。ほかにも、カ行四段、ラ行四段
がみられる。
[uN [ウン・追う
[nuN [ヌン・綯う
[nuN [ヌン・縫う
[juN [ユン・言う
[juN [ユン・結う
[uN8 [ウン・泳ぐ
[kuN [クン・漕ぐ
[tuN [トゥン・研ぐ
[nu(:)N9 [ヌ(ー)ン・脱ぐ
[nuN [ヌン・抜く
[kuN [クン・借りる
[huN [フン・降る
]huN ]フン・閉める
２.２.２　uN－aN－u:
　ハ行四段動詞が多いが、これも同様に、w の脱落と母音融合により短母音化したと解
釈できるだろう。母音融合の結果であれば、これもⅠ型の変種としてあつかうことがで
8　[uN（泳ぐ）は死語化しつつあるようで、断定２がもとになったⅠ型のui]suN－ui]saNが一般的のようで
ある。
9　[nu(:)N（脱ぐ）は長音であらわれることがあるが、ほかの活用形をみると、duなし痕跡相がnwe:ru（縫
ってある、綯ってある、抜いてある）に対して、ほとんど違いのないnueru（脱いである）となるていどであ
り、おなじタイプとしておいてよいだろう。
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きる。サ変動詞も強変化動詞化していてこのタイプにはいる。
u[muN ウ[ムン・思う
ara[suN アラ[スン・争う
]suN ]スン・する
２.２.３　uN－waN－u
　このタイプは融合をおこしていない。auN（会う）はつぎの２. １. ５にも o:N で出
ているが、同一個人からこのように、より方言的な（融合が進んだとみられる）語形と、
より標準語的な（融合がすすんでいないとみられる）語形があらわれる。
[auN [アウン・会う
]murauN ]ムラウン・もらう
ara[huN アラ[フン・歩く
２.２.４　oN－aN－o:
　大半がア段のハ行四段動詞である。hwoN（食べる）の N をはずすと短母音の hwo と
なり、連体形 hwo: とはことなってくるが、ハ行動詞の w、ガ行動詞の ng の脱落と母音
融合により短母音化したと解釈できるだろう。母音融合の結果であれば、これもⅠ型の
変種としてあつかうことができる。c!i[noN（注ぐ）については、ガ行四段で ng ＞ n と
いう変化がおこったとしても、そのあとの変化が不明である。
　一部の語彙では結果継続相の du なし語形と痕跡相の du なし語形とが同音になり、
koN（買う）、poN（這う）、c!ikoN（使う）、c!ikanoN（飼う）では、kairu、pairu、
c!ike:ru、c!ikane:ru が結果継続相にも痕跡相にも使用される。
　だが、同音になるのをさけて一方が使用されない傾向もある。a:roN（洗う）の結果
継続相は are:duru（洗いはじめている）、痕跡相は are:daru（洗ってある）で、du なし
形はともに a[re:]ru と同音になるはずであるが、この形は痕跡相でのみ自然にあらわれ
る。同様の例に、naroN（習う）、p!a!roN（払う）、ba:roN（笑う）、hwoN（食べる）、
c!inoN（注ぐ）などがある。そのばあい、継続の意味では結果継続相のかわりに継続相
are: bu（洗っている）が使用されるようだ。
　中止形やそれをもとにした継続相などでは、３音節以上の動詞では母音 ai が融合して、
are: bu（洗っている）、nare: bu（習っている）のように e: となるが、２音節動詞の koN（買
う）、poN（這う）、o:N（会う）では、上記の du なし結果継続相と同様融合せずに、kai 
bu（買っている）、pai bu（這っている）、ai bu（会っている）となる。
[koN [コン・買う
[poN [ポン・這う
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]hwoN ]フォン・食べる（＜食らう） 
[c!ikoN [チ!コン・使う
na:[roN ナー[ロン・習う
[p!a!roN [パ!ロ!ン・払う
]a(:)roN ]ア(ー)ロン・洗う
]ba:roN ]バーロン・笑う
]ac!ikoN ]アチ!コン・扱う（手で）
c!ika[noN10 チ!カ[ノン・飼う
]c!inoN ]チ!ノン・注ぐ
[o:N [オーン・会う（否定は [aN）
２.３　Ⅱ型（弱変化型）
　Ⅱ型では基本的に、終止非過去形の N を ru にしたものが連体非過去になる。Ⅰ型の
numuN（飲む）のばあい、連体非過去形に N を付加して終止非過去形ができた、と考
えるなら、Ⅱ型では連体非過去形の ru が N に変化したか、そうでなければ中止形に N
を付加したということになる。
２.３.１　iN－uN－iru
　Ⅱ型の基本的なタイプは大半が下二段動詞で、一部、上二段動詞（起く、落つ）もある。
やや不規則だが、四段動詞の酔う（bi:N － bjuN － bi:ru）もここにはいる。このタイプ
には－ ariN 型の可能動詞（条件可能）もふくまれる。
]hiN ]ヒン・くれる、やる
u[kiN ウ[キン・起きる
]ariN11 ]アリン・荒れる／荒れている（海、庭が）
]iriN ]イリン・入れる
i[diN イ[ディン・出る
]ahiN ]アヒン・開ける
]atiN ]アティン・当てる
10　c!ika[noN（飼う）のoは狭めでかなりuに近い音色である。
11　継続的な意味「荒れている－荒れていない」でも、完成的な意味「荒れる－荒れない」でも使用され
る。この点では形態的な違いがみられないが、｢荒れているか？」には継続相や結果継続相で答え、｢荒れる
か？」には完成相で答える。なお、｢荒れるか？」にはarisunaのほうがより自然である。
・ma[na] suna ariNna?/ariduru(ari bu)．マ[ナ] スナ アリンナ？／アリドゥル(アリ ブ)。いま海、荒れて
いるか？／荒れている。
・]arisuna?/ariN[do:(ari su[do:)．]アリスナ？／アリン[ドー(アリ ス[ドー)。(庭をこのままにしておいた
ら）荒れる？／荒れるよ。
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u[tiN ウ[ティン・落ちる
s!i[tiN シ![ティン・すてる
N[giN ン[ギン・行く（＜逃げる）
]bariN ]バリン・割れる
]nusiN ]ヌシン・乗せる
mi[siN ミ[シン・見せる
[muiN [ムイン・生える（否定は [muN）
]p!atiN ]パ!ティン・広げる
[p!i!rugiN [ピ!ル!ギン・広げる
t!a[tiN タ![ティン・わかす（風呂を）
t!a[miN タ![ミン・当てる（石などを）
p!u[!miN プ![ミ!ン・ほめる
]hwa:riN ]ファーリン・閉まる
]mo:hiN ]モーヒン・燃える
to:[riN トー[リン・倒れる
bo:[riN ボー[リン・疲れる
]zo:riN ]ゾーリン・濡れる
]paNciN12 ]パンチン・ほどける、はずれる
piN[giN ピン[ギン・逃げる
naN[giN ナン[ギン・投げる
]narabiN ]ナラビン・並べる
]s!ikariN ]シ!カリン・聞こえる
buc!i[kiN ブチ![キン・ぶつける
]k!ac!imiN ]カ!チ!ミン・つかまえる
]pazimiN ]パジミン・はじめる
k!atac!i[kiN13 カ!タチ![キン・片づける
ga:]bu[riN14 ガー]ブ[リン・がっかりする（＜我折る）
12　手を加えたときにほどけるの意味である。自然にほどける意味なら ]paNcisu ]パンチスを使用する。否定
はともに ]paNcuN ]パンツンでおなじになる。
13　肯定は自他同形だが、否定が違う。他動詞はⅡ型で自動詞は混合型。他動詞と自動詞の例をあげる。
・unuuc!i[na] k!atac!i[ki]sujo.　ウヌウチ![ナ] カ!タチ![キ]スヨ。そのうちに片づけるよ(／片づくよ)。
・k!atac!i[kuN]jo:.　カ!タチ![クン]ヨー。片づけないよ。
・k!atac!i[kaN]jo:.　カ!タチ![カン]ヨー。片づかないよ。
14　この単語はアクセントに特徴がある。また、連体にⅡ型のga:]buri[ruとⅠ型のga:]bu[ruがある。前者は
おもになんらかの外的要因でがっかりする、という一般的な用法で、後者は自分で自分をダメにしてしまう、
自殺行為的な人、という再帰的な意味である。高低高というアクセントから、２単語相当とみるべきか。
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]bas!ikiN ]バシ!キン・忘れる
h!u[kuriN15 フ![クリン・腫れる
mira[riN ミラ[リン・見える
k!aka[riN カ!カ[リン・書ける（条件可能）
numa[riN ヌマ[リン・飲める（条件可能）
[bi(:)N [ビ(ー)ン・酔う
[uiN [ウイン・老いる（否定は [uN）
ubu[iN ウブ[イン・おぼえる（否定はubu[uN）
]ke:hiN16 ]ケーヒン・消える
　このタイプでは完成相連体非過去形（～する～）と結果継続相連体非過去形（～して
いる～）が同音になるが、アクセントで区別されているものもある。以下に例をあげる。
　はじめに完成相連体非過去形と結果継続相連体非過去形が同音になり、アクセントも
おなじタイプ。
・sigu] juguri]ru [k!inu　シグ] ユグリ]ル [キ!ヌ　すぐ汚れる服
・mana] juguri]ru [k!inu　マナ] ユグリ]ル [キ!ヌ　そこの汚れている服
枯れる k!a[!ri]ru　カ![リ!]ル
沈む si:c!iki]ru　シーチ!キ]ル
増える hui]ru　フイ]ル
乾く ka:ri]ru　カーリ]ル
閉まる hwa:ri]ru　ファーリ]ル
(日に）焼ける ]jahariru　]ヤハリル
やる、くれる hi(:)]ru　ヒ(ー)]ル
割れる bari]ru　バリ]ル
乗せる nu[si]ru　ヌ[シ]ル
見せる mi[si]ru　ミ[シ]ル
すてる s!iti]ru　シ!ティ]ル
わかす（風呂を） t!a[tiru　タ![ティル
ほどける、はずれる ]paNci]ru　]パンチ]ル
燃える mo(:)hi]ru　モ(ー)ヒ]ル
並べる ]narabi]ru　]ナラビ]ル
入れる ]iri]ru　]イリ]ル
15　この動詞の否定形はh!u[kuruN フ![クルンだが、肯定形にもうひとつ断定形２のh!u[kuri]su フ![クリ]ス
があり、こちらの否定形はh!u[kuraN フ![クランになる。
16　肯定にのみ ]k!iheNがある。duなし結果継続相と痕跡相がないか。
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濡れる zo:ri]ru　ゾーリ]ル
聞こえる s!ikari]ru　シ!カリ]ル
忘れる ]basi!ki]ru　]バシ!キ]ル
　つぎは完成相連体非過去形（前例）と結果継続相連体非過去形（後例）が同音になる
が、アクセント（上昇と下降）で区別されるタイプ。
・t!ahaN]tiN nari[ru] i[nu　タ!ハン]ティン ナリ[ル] イ[ヌ　だれにでも慣れるイヌ
・ju:] na[ri]ru i[nu　ユー] ナ[リ]ル イ[ヌ　よく慣れているイヌ
(水が）冷える p!iri[ru　p!i[ri]ru　ピ!リル
(目が）覚める s!ami[ru  s!a[mi]ru　サ!ミル
負ける mahi[ru  ma[hi]ru　マヒル
(草が）伸びる nubi[ru　nu[bi]ru　ヌビル
(氷などが）とける　t!uki[ru  t!u[ki]ru　ト!ゥキル
(魚が）捕れる t!urari[ru  t!ura[ri]ru　ト!ゥラリル
ほどける huduki[ru  hudu[ki]ru　フドゥキル
(皮が）むける mugari[ru  muga[ri]ru　ムガリル
(トゲが）刺さる s!uqsari[ru  s!uqsa[ri]ru　ス!ッサリル
隠れる k!akuri[ru  k!aku[ri]ru　カ!クリル
破れる jaburi[ru  jabu[ri]ru　ヤブリル
はがれる pagi[ru  pa[gi]ru　パギル
酔う bi:[ru　bi:]ru　ビール
出る idi[ru　i[di]ru　イディル
逃げる piNgi[ru　piNgi]ru　ピンギル
投げる naNgi[ru　naN[gi]ru　ナンギル
見える mirari[ru　mirari]ru　ミラリル
覚える ubui[ru　u[bui]ru　ウブイル
生える mui[ru　mui]ru　ムイル
納める usa[miru　usa[mi]ru　ウサミル
倒れる to:ri[ru　to:[ri]ru　トーリル
疲れる bo:ri[ru　bo:[ri]ru　ボーリル
当てる ]t!ami[ru　t!a[mi]ru　タ!ミル
２. ４　Ⅱ型の変種
　終止非過去形と連体非過去形がⅡ型の基本の iN － iru に対して eN － eru となるタイ
プで、否定形の母音の違いでさらにわけられる。
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２.４.１　eN－uN－eru
c!i[kadeN チ![カデン・さわる
taba[neN タバ[ネン・束ねる
２.４.２　eN－oN－eru
[k!aneN [カ!ネン・兼ねる
]abaneN ]アバネン・あおむく
]ka:reN ]カーレン・かわく
k!a[seN17 カ![セン・背負う
]peN18 ]ペン・持つ、提げる
　このタイプは、連体非過去形、du なし結果継続相、du なし痕跡相が同音になるもの
がおおい。
２.５　混合型
　肯定終止非過去形、否定終止非過去形、肯定連体非過去形のすべてが、典型的なⅠ型、
Ⅱ型のどちらかとおなじものを混合型としておく。
２.５.１　iN－aN－iru（Ⅱ－Ⅰ－Ⅱ）
　終止肯定形と連体形がⅡ型、否定形がⅠ型のタイプである。
toi[riN トイ[リン・倒れる
k!atac!i[kiN カ!タチ![キン・片づく
]t!ariN(/]t!aruN)19 ]タ!リン(／]タ!ルン)・足りる
udu[riN20 ウドゥ[リン・おどろく
s!i[siN シ![シン・知る、知っている
17　seとsjeの中間的な音。否定はsでk!a[soN。スル人（完成相連体）はk!ase[ru p!i]tuで、シテイル人（結
果継続相連体）はk!a[se]ru p!ituになり、連体非過去形とduなし結果継続相（完成相連体形）がアクセント
で区別される。
18　否定形は ]pjoNと拗音化していて不規則。
・ti:na] peNna?/[ti:na] pjoN．ティーナ] ペンナ？／[ティーナ] ピョン。手に提げる?／手に提げない。
19　より古いタイプとみられるⅠ型の ]t!a!ruN－]t!a!raN型と、より新しいタイプとみられるⅡ型の ]t!a!riN－
]t!a!ruN型が共存していて、結果として、肯定・否定の基本が ]t!a!riN－]t!a!raNという混合タイプになろう
としているようにみえる。その結果、]t!a!ruNが、多少の意味・ニュアンスの違いはあるとしても、肯定に
も否定にも使用されることになった。これに伴い、連体形にも、より一般的な（より新しいタイプとみられ
る）]t!a!riruと、そうでない（より古いタイプとみられる）]t!a!ruとがあらわれる。否定の ]t!a!ruNは終止形
には使用されるが、連体形には使用されず、否定の連体形には ]t!a!raNのみが使用される。終止過去形はⅡ型
の ]t!a!rida、t!a[ris!i]taとなる。
20　語形によってudu～udoで母音がゆれている。
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mu[ciN21 ム[チン・持っている
[aiN22 [アイン・和える
　－ iqsiN 型の可能動詞（能力可能）もこのタイプにはいる。これらの動詞は語彙的な
理由から、ほかの動詞と比較して活用形や派生形式がそろわない。
tu[iq]siN トゥ[イッ]シン・研げる
nu[miq]siN ヌ[ミッ]シン・飲める
２.５.２　iN－aN－u（Ⅱ－Ⅰ－Ⅰ）
　]ba:ziN　]バージン・解体する（豚などを）
　これまでのところ、この１語のみである。終止肯定形に ]ba:zeN、連体形に ]ba:zeru
も使用されるが、意味に違いはみられないようである。ただし、結果継続相と痕跡相で
は使い分けがみられる。
・taro:du] ba:ziru. タロードゥ] バージル。太郎が解体している。結果継続
・taro:du] ba:zeru. タロードゥ] バーゼル。太郎が解体してある。痕跡
２.６　不規則変化
　混合型にも該当しないいくつかの動詞を不規則変化としておく。
２.６.１　a[tigiN　ア[ティギン・あてがう
　a[tigiN－a[tiguN－a[ti]go:/a[tigiru
　肯定形は atigiN ～ atigoN でゆれている。また連体形は、Ⅰ型の変種とⅡ型が併存し
ているようである。
２.６.２　[kjuN　[キュン・来る
　[kjuN－[kuN－[kju:
　終止肯定形に拗音をもつのは、このほかには juN（言う、結う）、文法形式の numi hjuN
（飲んでくれる）ぐらいである。補助動詞として numi kjuN（飲んで来る）、numiqti kjuN
（飲んでから来る）にも使用される。
　これの結果継続相（来ている）は kiN で、連体非過去形は ki:ru になる。否定終止形
がなく（かわりに完成相の kuN が使用される）、終止過去形も完成相と同じ ki:da になる。
21　これはmu[cuN（持つ）の結果継続相である。結果継続相は基本的にこのタイプになる。
22　この動詞はaiN－aN－a[i]ruで、否定形が不規則である。
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２.６.３　]buN　]ブン・いる（居る）
　]buN－]buraN－]bu:
　否定形が肯定形より、ra の１音節分長くなる。こうした特徴をもつのは、この動詞と
つぎの [aN（ある）のみで、古代語のラ変に相当する。連体形はおそらく r が脱落して
長母音化しているが、この点では [aN（ある）のほうは語頭に子音がないせいか、r が
脱落せずにたもたれている。また、継続相をつくる補助動詞としても使用される。
　この動詞が補助動詞としてアスペクト形式に組み込まれるとき、継続相では分析的に
numi bu/numidu bu（du強調形）となるが、結果継続相では融合してnumiru/numiduru
(du強調形）となる。numiruが成立した段階ではまだw＞bの変化が起こっておらず、
その変化後に分析形が成立したとみるべきか。
　標準語では「いる」やつぎの「ある」にアスペクト形式の「いている」「あっている」
はないが、この方言ではどちらにも、（少なくとも形態論的には）継続相や結果継続相、
痕跡相がある。
２.６.４　[aN　[アン・ある
　[aN－(araN)－[aru
　[aN の N を ru からの変化とみればⅡ型になるが、中止形が、Ⅱ型なら a になるべき
ところ、どのタイプとも異なる ari になる。
　標準語と同様、この動詞には対応する否定形がなく、否定にはつぎにとりあげる、お
なじ不規則変化の mjaN（ない）が使用されるが、コピュラには araN（～ではない）が
あらわれる。その過去形は a:da で完了形はない。以下にそのコピュラの例をあげる。
・k!unu a]mejaq[ka]ra s!i[puri]su ara[N? ク!ヌ ア]メヤッ[カ]ラ シ![プリ]ス アラ[ン？ 
この雨だとずぶ濡れになるんじゃない？
・k!asi] tu:[saqka]ra [kju:] munu a[raN]da. カ!シ] トゥー[サッカ]ラ [キュー] ムヌ　
ア[ラン]ダ。こんなに遠かったら、来るんじゃなかった。
　この動詞は、補助動詞としてアスペクト形式の痕跡相をつくるのにくわわるが、その
際に融合して numeru/numidaru（du 強調形）となる。
２.６.５　mja]N　ミャ]ン・ない
　標準語では存在（否定）の「ない」は形容詞だが、この方言ではこの不規則変化動
詞が使用される。Ⅰ型動詞の否定形とおなじような活用をするが、活用形はすくない。
mjana[ki]（ないから、なかったから）、mjanaq]kara（なかったら）、mjaN[sunu（ない
けど）、mjaN]da.（なかった。）など。これ自身は否定形をもたない。
　形容詞の否定形をつくるくみあわせ要素にも使用される。
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・na[ha mja]N. ナ[ハ ミャ]ン。長くない。
・sidaq]sa [mja]N. シダッ]サ [ミャ]ン。涼しくない。
３．今後の課題
○動詞の自他など
　本稿では比較的語形が集まった動詞をもとにしての活用タイプの分類にとどまったが、
その結果として、この方言は動詞の自他に特徴がみられることがわかったので、その視
点からとらえ直してみる必要があるだろう。自他同形の動詞やその未分化な段階だけで
なく、koN（買う）と ka:suN（売る＜買わす）、na:[roN（習う）と nara[suN（教える
＜習わす）のような使役形のつくりをかりた対立が目につくことをあらためて検討しな
ければならない。
○肯定形と否定形の -N をどうみるか
　否定形の -N はⅠ型、Ⅱ型ともに否定ヌの系列とみてよさそうだが、どのような語幹
にどのような要素が接続して語形が成立したのか。Ⅰ型肯定形の -N はなにか。Ⅱ型肯
定形の -N は語尾ルの変化したものと考えてよいか。
○融合のプロセス
　この方言では融合がさまざまに起こっているようで、原形にたどりつくことは容易で
はない。こんご融合パターンのパーツを増やしていくことで、融合のプロセスの全体像
をあきらかにし、活用のタイプ分けの精度をあげていく必要がある。
○どこまでを不規則変化とするか
　本稿では強変化タイプのⅠ型、弱変化タイプのⅡ型を基本とし、それらの変種や混合
型をみとめた。しかし、これらの扱いがどの程度妥当であるか、どこまでを不規則変化
とするかは、周辺の諸方言の活用タイプを確認したうえで判断する必要があるだろう。
○パターンの多さをどうみるか
　まだ 200 語ほどでの分類でこのパターン数である。こうしたパターンの多さを考える
と、動詞の数を増やすことでさらにべつのパターンがあらわれる可能性は十分にある。
　宮城『石垣方言辞典』文法・索引編では動詞を 11 類 16 タイプに分ける。このうち複
数の動詞をふくむのが 10 タイプ、１語のみのものが６タイプである。単純に比較はでき
ないが、西表方言のほうも、不規則変化を各１とすると、ぜんぶで 16 ほどのタイプになる。
結果的にタイプの数はおなじ程度だが、そこにふくまれる動詞までおなじわけではない。
こうした活用タイプの多さは、はたして八重山諸方言全体の動詞の特徴なのか、そもそ
もなぜこのように多様なのか、詳細な調査、分析が必要である。
　使用した方言資料は1997年の那
な
根
ね
弘
ひろし
氏（1911年生まれ)、2005年以降の前
まえ
大
お
用
よう
安
あん
氏
(1924年生まれ）からの聞き取り調査によるものである。
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　本稿をなすにあたって科学研究費「南琉球西表方言文法の記述的研究｣（課題番号
20520406 平成20～22年度、代表・金田章宏）および「南琉球方言の文法の基礎的研究」
(課題番号20320066 平成20～22年度、代表・狩俣繁久）の成果の一部を使用した。
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